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第 276 回 例会 

2019年６月１２日 13:00～ 

■司  会 深見和久 例会運営・司会受付委員 

■斉  唱 我等の生業 

■出席報告 出席者数 23 名 / 35 名 

 出 席 率 65.71 % 

 前々回修正出席率 74.28 % 

■ゲ ス ト 2018‐2019年度 2760 地区 

村井聰一郎カバナー 

名古屋東山 RC 山元康裕会長 

名古屋東山 RC 横井律子幹事 

ニコボックス 

〇 2018‐2019年度 2760地区 村井聰一郎カバ

ナー 

本日、卓話をさせていただきます。拙い話で

すが、よろしくお願い致します。 

〇 名古屋東山 RC 山元康裕 会長 

アイリス RCの皆さま、こんにちは。本日はお

世話になります。 

〇 名古屋東山 RC 横井律子 幹事 

本日は、ありがとうございます。 

〇 竹内祐子 会長 

名古屋東山 RC 山元会長、横井幹事、ようこ

そアイリスへ。村井カバナー卓話よろしくお願

い致します。 

〇 安井戦略委員長 

村井ガバナーお迎えして。 

会 長 挨 拶 

本日はお忙しい中、村井ガバナーに卓話お

願いしています。また。東名古屋ＲＣ山本会長と

横山幹事ようこそアイリスへ、例会参加ありがとう

ございます。 

さて、６月１０日の東名古屋分区会長幹事懇

談会行われました。長瀬ガバナー補佐の挨拶・

世界大会のお話に始まり、ＲＩ地区副幹事、次

年度ガバナー補佐の挨拶と分区事業報告「７月

２６日運営会議」「８月２９日ガバナー補佐訪問」

「１０月２７日・２８日ＷＦＦ」「２月２７日ＩＭ」「３月３

日桜の回廊植樹」1 年を振り返る時間となりまし

た。その後の懇親会では、各クラブの会長が事

務局のスタッフの方々の労をねぎらい花束とプ

レゼントを、そして会長挨拶がありました。 

 
アイリスは事務局ありませんので、前会長・現

会長幹事・次期会長幹事がガバナー事務所か

らの連絡・情報をメールにて共有し各委員会・

委員長さんがそれぞれ自立し自発的に次の行

動に進めていく流れになっています。という事と

この 1年各委員会に助けられ無事に終了いたし

ました。と報告をし、「健全健やかに成長するア

イリス」にとスタートいたしましたが、いろんな

方々に助けていただき教えていただき、様々な

出会いがあり無事この時期を迎えました。感謝

いたしますとお話いたしました。残すところあと、

２回となりました。 

本日はガバナーにロータリーの意義や思いを

「ロータリーについて」と題しお話していただきま

す。最終月ではありますが原点に戻ると申しま

すか、もう一度学びたいと思います。 

卓話 

本日は、村井聰一郎ガバナーをお招きして

「ロータリーについて」卓話をして頂きました。 
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今回のアイリスで卓話をされるきっかけは、前

回アイリス訪問時に「卓話で呼んでいただけれ

ば、いつでも来ますよ。」と言ったところ、その場

に同席していた当クラブ片桐幹事が直ぐさま反

応し、「では、是非お願い致します！」という流

れで今日に至ったそうです。 

 
  ロータリーは憧れでしたが、イメージは、男性

社会・保守的・年配者・お金持ち・閉鎖的・社会

的地位の高い人・時間のある人・高学歴など。 

 
本来は仕事を中断した人や、地域社会のリー

ダーの方が大半で、残り事業・専門職、裁量権

のある管理職で占められるものですが、現実は

日本のロータリークラブは事業・専門職、裁量権

のある管理職の方が大半である。 

 
 地域奉仕とのバランスをとることが必要。 

 
 上記決議は過去の話もので、ロータリーは今

の社会のニーズに答えられる奉仕団体でなけ

ればならない。 

 
 私が提案するのは、分区内交流してクラブを

活性化することである。 

 
 親睦・高潔性・多様性・奉仕・リーダーシップの

うち、「親睦」と「多様性」について。 
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 いろいろなクラブがあり、それぞれを認めてい

くこと。それでいいのでは。私は「陽だまり」とうい

人が好きである。その人がいるだけでその場が

ほんわかして話が纏まるような。 

 
 「親睦」とは、仲間づくり。気心知れた仲間と行

動を共にすること。「親睦活動」とは、親睦の為

に活動する同窓会、グルメ、ゴルフなど。 

 ロータリーは奉仕を共にする仲間づくりであ

る。 

 
 ロータリーは個人奉仕であり、団体奉仕では

ない。例会が重要で、例会で職業奉仕を学ぶ。 

 
  

 
 ロータリーの根幹は職業奉仕であり、それは

幹である。外からは見えないが幹が太くないと

支えられない。 

 
 「all concerned」＝すべての関係する人（関係

する人々にとって）の意。 

 もともと職業（商売）上のテスト。 

 
 このように解釈して考えるとわかりやすい。 
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 そもそも社交クラブとして発足した。奉仕の概

念はなかった。親睦が先か？奉仕が先か？歴

史的にみると親睦が先であった。 

 
 関東大震災の際に、世界中のロータリアンか

ら９万ドルのお金が届いた。このときから日本の

ロータリーは変化した。 

 
 奉仕の心 

私は「他者への思いやり」この言葉に非常に

情熱を掻き立てられる。 

 
 

 
思いやりの心を実践することである。 

 
 

 
 

ありがとうございました。 

 


